
2016 年 6 月 6 日

報道機関各位

大田弘子・元経済財政政策担当大臣を座長とする有識者会議・経済成長フォーラム (事務局：日

本生産性本部)は、今夏の参院選を前にして、経済や経営の課題について企業経営者に対し緊急アン

ケートを実施した（回答者数 170 人）。

それによると、8 割の企業が参院選の最大の論争点は「景気」と回答。マイナス金利政策には 5

割強が賛成している一方、今後については「早く終了すべき」が 5 割を超えた。

主な調査結果は下記のとおり。

【経済成長フォーラム】 座 長 ：大田 弘子 （政策研究大学院大学教授）

コアメンバー：高橋 進 （日本総合研究所理事長）

冨山 和彦 （経営共創基盤ＣＥＯ）

ＵＲＬ：http://www.economic-growth-forum.jp

【お問合せ先】経済成長フォーラム事務局：（公財）日本生産性本部・公共政策部

担当： 内山 TEL：03-3409-1137 FAX：03-3409-2810

E メール：K.Uchiyama@jpc-net.jp

【同日配付記者クラブ】経済団体記者会、内閣府記者クラブ

経済成長フォーラム

企業経営者 緊急アンケート調査報告

経済成長の課題～現下の経済と企業経営～

参院選の最大の争点は「景気」が８割

【今夏の参議院選挙の論争点について】

1. 与野党に特に議論を深めてもらいたいテーマは「景気」が 8 割

【政策について】

2. 来年 4 月からの消費税率 10％への引上げに対しては「延期すべき」が 48％、

「賛成」が 44％で拮抗している

3. マイナス金利には 5 割強が賛成だが、今後は「早く終了すべき」も 5 割強

4. 同一労働同一賃金には 5割強が反対

【景気・経営について】

5. 今後 5 年間の実質経済成長率が年率「2％以上」を見込む経営者は 5％未満

6. 景気の実感は「横ばい」が 7 割

7. 今年度ベースアップを実施、または実施予定の企業は 5 割弱
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